
 

 

 

 

 

 

いつも、こころに太陽を持て！くちびるに歌を持て！  

「心に太陽を持て」（山本有三）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長先生が小学校５年生の時に、担任の

先生が紹介してくれた詩の中の言葉が、「心

に太陽をもて」「くちびるに歌をもて」でし

た。自分で自分をはげますことのできる言

葉でとても心にのこっています。 

 

もうすぐ冬休み、常葉小のみなさん、毎日

さまざまなことがんばりましたね。この詩

と同じように自分がはげまされる詩、まえ

むきになれる詩がないか探したところ、「３

６５日の紙飛行機（ＡＫＢ４８）の」詩がぴ

ったりあっているなと思いました。 

１２月２２日の全校集会では校長先生の

お話の時間にこの歌をみんなで歌って、お

たがいにがんばった自分、友達をはげまし、

希望をもって冬休みをむかえましょう。 

 

 １８日（月）から２２日（金）まで、昼休

みにＣＤを流します。歌詞（かし）カードも

わたしますので、歌えるようにしてくださ

いね！ 
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心に太陽を持て。あらしがふこうと、ふぶきが こようと、天には黒くも、地には争いが絶えなかろうと、いつも、

心に太陽を持て。くちびるに歌を持て、軽く、ほがらかに。自分のつとめ、自分のくらしに、よしや苦労が絶えなか

ろうと、いつも、くちびるに歌を持て。苦しんでいる人、なやんでいる人には、こう、はげましてやろう。 

「勇気を失うな。くちびるに歌を持て。心に太陽を持て。」（ドイツの詩人、ツエーザル・フライシュレン作） 

                              ※児童文学者・山本有三さんの紹介による詩 


